そうそく 

する ものである。 過去 を 総 束す る ものである。 経験の 

歴史 を 簡略に する ものである。 与えられ たる 事実の 輪 

のぞ 

廓で ある。 型で ある。 この 型 を 以て 未来に 臨む の は、 

天の 展開す る 未来の 内容 を、 人の 頭で 掊 えた 器に 

もリ おお も-つ 

盛 終せ ようと、 あらかじめ 待ち設け ると 一 般 である。 

器械 的な 自然界の 現象のう ち、 尤も 単調な 重複 を 厭 

わざる ものに は、 すぐ この 型 を 応用して 実生活の 便宜 

を 計る 事が 出来る かも 知れない。 科学者の 研究が 未来 

に 反射 するとい うの はこの ためで ある。 しかし 人間 精 

神 上の 生活に おいて、 吾人が もし 一 イズムに 支配され 

ただち 

ん とするとき、 吾人 は 直に 与えられ たる 輪廓の ため 



に、 これから もまた この イズムに 支配せられ ざるべ か 

ら ずと 臆断して、 一 短期の 過程より 得た る 輪廓 を 胸に 

す *<- ます 

蔵して、 凡て を 断 ぜんとす る もの は、 升 を 抱いて 高さ 

を 計り、 かねて 長さ を i 里らん とする が 如き 暴挙で ある 

自然主義なる ものが 起って 既に 五、 六 年になる。 こ 

れを 口にする 人 は 皆 それぞれの 根拠 あつ ての 事と 思う 

わが 知る 限りに おいて は、 また わが 了解し 得た る 限り 

しばら お 

において は (了解し 得ざる 論議 は 暫く 措いて) 必ずし 

も 非難す ベ き 点ば かり はない。 けれども 自然主義 もま 

た 一 つの イズムで ある。 人生 上 芸術 上、 ともに 一 種の 

因果に よって、 西洋に 発展した 歴史の 断面 を、 輪廓に 
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